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ご報告 その１ [9/27-10/05] 

環境活動フェス 2014に参加しました 

 

会場 : 環境情報センター 

・活動紹介展示ブースにて、パネル展示を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご報告 その 2 [10/11] 

子どもと試す環境祭りに「竹箸作り」で参加しました 

 

会場 : 月島第一小学校 

 武蔵五日市在住の方に講師をお願いし、実際に竹を

切り出して持ち込んで頂きました。その場で竹を菜箸の

長さにカットしてもらい、そこからは子どもたちがカッタ

ーナイフを使って箸の形になるように削っていくという作

業です。仕上げにサンドペーパーで磨いて出来上がり

です。 

 初めてナイフを使用するという子どももたくさんいまし 

 

 

 

たが、カッターナイフの使い方をきちんと教える事で、

一人も怪我することなく、みんな最後にはとても上手に 

カッターを使えるようになりました。実はこの作業、大人

でも 20 分くらいかかります。なかなか手先を使うことの

ない現代の子どもたちには、とてもいい経験になったの

ではないかと思います。竹の香りを嗅ぎながら、皆かな

り集中して作業をしていました。 

 この菜箸、私もとても気に入って使っています。子ども

たちのご家庭でも重宝されていることでしょう！ 

                                                                                      

 

 

 

 

 

 

 

ご報告 その 3  

今後の活動予定

 

環境情報センター登録団体活動報告会 

平成27年2月11日（祝・水）13時～17時30分 

会場 中央区立環境情報センター 

＊同会の中で11/9に実施した檜原村ツアーの報告を行

います。(予定14時20分より30分間)是非ご参加下さい                                 

今年も残りわずかとなり、寒さも厳しい季節となってまいりました。 

檜原村の中央区の森では、雪がちらほらと舞っているそうです。 

11/9には「檜原村で知る、見る、視察ツアー」を行い３０名の方が参加されました。 

 

2014.12 月 第 4 号 

写真のプランターカバーは檜原産の間伐材で作っ

たものです 

サンドペーパーで最後の仕上げ。頑張ったね♪ 
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今年度最大の活動報告！！ 

 

平成 26 年度協働提案事業「檜原村で知る、見る、視察

ツアー」を 11月 9日に開催しました。 

当日は雨が心配なお天気でしたが、ギリギリ降られるこ

ともなく、紅葉の綺麗な桧原村を楽しむことができまし

た。 

 

 

行きのバスの中では、中央の森にもっと興味を持って

いただくために、概要についての説明や、森の動植物

等についての説明を紙芝居形式で行いました。 

 

 

中央区の森の散策では「中央区の森における里山再 

生塾の役割等」の説明を聞き、実際に間伐の作業を見

学しました。 

 

都民の森では、木工体験や三頭大滝までの散策などを

行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参加された方々が、これを機に檜原村と中央区の森に

関心を持っていただけたら幸いです。今後、ご所属団

体でオリジナルツアーを企画してくださることを期待して

います。 

並木さんの詳しい説明を 皆さま熱心に聞いていま

した♪ 

いざ、森の中に！上り坂はちょっ

と辛かったかなぁ。。。 

この刃の入れ方で倒す方向が

決まります 

キットになっているので釘を打ってサンドペーパーで磨くだ

け！約 15 分でティッシュケースが完成しました♪ヤッター！ 

吊橋から三頭大滝を見物。ベストショットは撮れ

たかな？ 

少し、もやっていましたが、見晴らし台から色づい

た山々を眺めました。「晴れたらこんな風に見え

るのか～」と言う人も・・・。 


